
（別紙３）

～ 令和7年3月10日

（対象者数） ２９人 （回答者数） ２２人

～ 令和7年3月10日

（対象者数） ８人 （回答者数） ８人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学習支援では、各学年に合わせたテキストや参考書を使用し

知識の定着を促進しています。また、教員免許を持つスタッ

フが中高生の定期テスト対策をサポートしています。施設外

活動では、自分の興味や適性を発見することができるように

地元企業への職業体験を積極的に行っています。

2

ボランティア活動後は、振り返りを通じた学びの時間を設け

ています。また受け入れ先のニーズに応じたボランティア活

動が提供ができるように、継続的な活動を心掛けています。

3

お金がかかる活動をする際は活動に使える予算を設定し、そ

の限られた予算の中でアイデアを出し合ったり意見を交換す

ることで計画性の向上・創造力の発揮・チームワークのスキ

ルを育む機会を設けています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

子育てや介護をしている方でも働きやすい職場環境を目指

し、短時間正社員制度を導入しています。また、異業種の方

やUターン人材の採用を目指しSNSを通じた情報発信を行っ

ています。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス事業所「nicobase」

○保護者評価実施期間 令和7年2月10日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業継続や個別支援の拡充の為には、専門的な人材の増員が

必要だと思います。

労働人口の減少。地方都市では福祉業界の人手不足が深刻化

し応募者が集まりにくい状態だと考えています。

「どんなことも楽しいが基本」をコンセプトに、発達に特性

がある子供たちの将来を見据えた学習支援や施設外活動を

行っています。

学習支援では、ポイント制を活用してモチベーションを維持

しながら個別学習支援を行っています。また施設外活動で

は、子供たちの「もっと知りたい」「体験したい」という気

持ちを大切にしながら、実体験を通じて知識を深めることを

目的に行っています。

「相手への共感力や思いやりの心」を育成する目的で、地域

の高齢者施設や専門学校等で様々なボランティア活動を行っ

ています。

楽しみながら笑顔でボランティア活動に取り組んでもらえる

ように、訪問先の事前学習や訪問時の基本的なルールを学ぶ

オリエンテーションの時間を設けています。

「自分で考え・自分で決定し・自分で行動する力」を育成す

る目的で、子供達が話し合いで決めた活動を行う日を設けて

います。

※子供達が決めた活動例→調理体験・レクリエーション・外

出等

子供達が話し合いを行う際は「自分の考えを伝える・相手の

意見を尊重する」事ができるように、スタッフがサポートを

しています。

事業所における自己評価総括表公表


